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学 生 の 声
「インターンシップのすすめ」






















博士後期課程 1 年（2009 年 10 月進学）　金　城　良　太
宇治キャンパスは、京阪・JR まで徒歩 5 分以内にある上、徒歩で通える場所に住むところがたくさ







素循環用の配管をしたり、ソレノイド用の 300 A ケーブルを天井に敷設したり、流行の GPGPU を使っ
て超伝導磁石の磁場シミュレーションをするプログラムを作ったり、何でも自分で時には研究室の仲間
や先生の助けを借りてやります。さすがに超伝導体の焼結には失敗し（それでも磁石片は浮きました！）、
専門家から提供して頂いています。
外国人も多く、研究会や他研究室とのミーティングは英語ですが、厳しくはなく、わからなければ聞
き直してもいいし、やっぱりわからなければ先生が日本語で教えてくれます。日本語混じりの拙い英語
でもみんな我慢強く聞いてくれます。それでも、研究室配属当初は全く英語ができなかった後輩達がみ
るみる成長し、驚かされるぐらいです。
研究内容は、ほかの京都大学の研究室と同じく世界最先端を行っており、B4 から研究している学生
はほとんど M1 で国際会議に出ますし、博士課程の学生は学振特別研究員として多く採用されています。
